
○ 介護福祉士資格取得の意向については、合計では「取得したい」が最も多く659

人 (64.5%)t各サービスについても同様であつた。(在宅サービス (58.2%)、 施

設サービス (76.1%)、 地域密着型サービス (68.2%))。

【質問11 介護福祉士資格取得の意向について】

○ 外部研修の受講状況については、合計では「外部研修を受講 したことがある」

が最も多く1,941人 (60.2%)、 各サービスについても同様であつた。なお、在宅

サービスでは「外部研修を受講したことがない」の割合も多い (45.4%):

【質問12 外部研修の受講状況について】

介護福祉士資格取得の意向

合  計取得 したい 取得したくない どちらともいえない

種 類

在  宅

サー ビス

度 数
り
０

７
′

Ｅ
Ｕ 166

つ
０

つ
０

Ｅ
υ

割 合 58.29 10.7% 31.1% 100.0%

施  設

サー ビス

度 数 15( 15 32
ｎ
υ

割 合 76.1ツ 7.6% 16.2γ 100.Oll

地域密着型

サー ビス

度 数
ｎ

ｖ
０
４

８

一一

６

●
1292

割  合 68.2ツ 8.6% 23.3γ 100.0%

合   計

度 数 659
ｎ
υ 266

1102′

割  合 64.50/ 9.5% 26.0% 100.Oγ

外部研修受講の有無

外部研修を受講したことがある 通信教育を受講したことがある 外部研修を受講 したことがない

種  類

在  宅

サー ビス

度 数 1728
２

一

７

一
670

割 合 49,1ツ 4.9% 45.40/

施  設

サー ビス

度 数 689 170 24C

割 合 71.09 7.2% 24.79

地域密着型

サー ビス

度 数 524 49
９

一

割  合 68.19 6.4% 25.8)

合   計

度 数 1119‐41 1■12

割 合 60.29 5。 9% 34.5ツ



○ 受講 した外部研修のうち、最も長期間にわたり受講 した研修の日数について

は、合計では、平均値 19日 、中央値 4日 、最頻値 1日 となつた。平均値が高く

なっているのは通信教育を受講 しているものを含んでいるためである。 6日 未

満の研修受講日数が過半であるが、「10日 以上」についても2割程度ある。

【質問13 外部研修受講 (最も長期間にわたつた研修)の 日数について】

○ 受講した外部研修のうち、最も長期間にわたり受講した研修の費用負担額 (自

己負担分)については、合計では「負担なし」が最も多く(62.6%)、 各サー・ビス

についても同様であつた。なお、在宅サービスでは平均値が約 3万円となって

おり、他サービスに比べ自己負担をした者が多い。

【質問 13 外部研修受講 (最も長期間にわたつた研修)の費用負担額 (自 己負担分)について】

外部研修受講 日数

合 計平均値 中央値 最頻値 2日 未満 2～ 4日 未満 :～ 6日未満 )～ 8日未満 8～ 10日未満 10日 以上

種  類

在  宅

サー ビス

度 数
０
０

３

●
|||111

４

一一一

５

一一

８

一・
一

７

一

０

・
58

つ
０

９

●

６

●
．

割 合 / 23.6% 29.9ツ 17.3% 9.4% 2.1% 17.80/1 100.0ツ

施  設

サービス

度 数 124 :14 12
ｎ
υ

「
Ｊ

０
０ ‖ 4

民
υ

〓
υ 40 民

υ
Ｏ
こ

●
４

ご
Ｕ

割 合 16.Oγ 30 2ツ 18.40/0 8.9% 6.5% 20.20/0 100.0%

地域密着型

サービス

度 数
一４

1 127
０
０

０
乙

０
０

２

一

６

一
・一

100
５

一

６

一一

一４

一・

割 合 27.3ツ 17.8% 17.6% 13.3γ 2.4% 21.5% 100.0ツ

合  計

度 数
ｎ
υ |:4 1 372 455 303 175 64 3‐35

割 合 21.8ツ 26.7) 17.8% 1013γ 3.80/0 19.7% 100.Oγ

外部研修受講の費用負担額 (自 己負担分)

合  計平均値 中央値 最頻値 負担なし ).5万円未満 05～ 1万円未満 1～ 5万円未満 5万円以上

種  類

在  宅

サー ビス

度 数 21191 10107
ａ
υ

２

・
42 27 ２

一

９

・

４

一一

４

一

５

一

割 合 49.2) ０
０

７
′ 5.0% 17.00/0 21. 1% 100.0%

施  設

サー ビス

度 数 2:12
０

一一一

７

１′―
つ
０ ■21 17

６

一一一・一

３

一・・・・一一

６

・

．７ ０
９

・２

ｒ
υ

割 合 / 71.60/ 4.0% 3.2% 6.8% 14.4% 100.0%

地域密着型

サー ビス

度 数 0 ７

一一

２

一一

う
０

，
Ｉ 45 28 ９２

一

３

一
一

割 合 69.1動 7.9% 4.3% 11.5% 7.1% 100.00/

合   計

度 数
一２

10 91[
一４一９

一６

・
17.3 12118 1114161

割 合 62.6ツ 6.4% 4.2% 11.8% 14.9% 100.0ツ



○ 受講 した外部研修のうち、最も長期間にわたり受講した研修の費用負担額 (施

設・事業所からの補助等分)は、合計では「負担なし」が最も多く551人 (50.7%)、

各サービスについても同様である。ただし、施設サービス及び地域密着型サー

ビスでは、一定の補助が行われている施設が過半であつた。

【質問13 外部研修受講 (最も長期間にわたった研修)の費用負担額施設・事業所からの補助

等)について】

外部研修受講の費用負担額 (施設・事業所からの補助等分 )

合  計平均値 中央値 最頻値 負担なし D.5万円未満 05～ 1万円未満 1～ 5万円未満 5万円以上

種  類

在  宅

サー ビス

度 数
７

一
一

０

一一・一
一

lo
IC

ｎ
υ

Ｏ
こ 36

Ｅ
υ

●
４ 55 19 1428

割 合 68.59 8.4% 5.8% 12.9% 4.4% 100.0%

施  設

サー ビス

度 数 217 一６〇

一

IC |1111 33
り
０

10‐ 1 162 ４

一一一

３４

一

割 合 34.09 9.6% 9.0% 29.4γ 18.0% 100:00/

地域密着型

サービス

度 数 1112 ||10112 〔 ４

■
50 36 ８

・６

一
20 13115

割 合 44.8ツ 15.9% 11.4% 21.60/ 6.3ツ 100.0%

合  計

度 数
５

・
0 {

■
υ

員
υ 119 92 ０

４
０
こ

０

． 111007

割 合 50.7% 10.90/0 8.5% 20.6γ 9.30/ 100.0%



○ 受講 したい研修等 (外部研修、内部研修問わず)の内容については、合計で

は「認知症ケアに関する研修」が最も多く2,124人 (64.6%)、 次いで「医療的ケ

アに関する研修」、「困難事例の対応に関する研修」(48.2%)と なつている。各

サービスについても概ね同様であつたが、在宅サービスでは、「介護技術 (自 立

に向けた食事、入浴、排泄、家事等の介護)に関する研修」 (52.1%)が、施設サ

ービスでは、「夕=ミ ナルケアに関する研修」 (48.0%)が 、地域密着型サービス

では「ターミナルケアに関する研修」 (46.2%)、 「歯ミュニケーション技術に関

する研修」(46.0%)が 多くなつている8「法令の遵守に関する研修」、F権利擁護、

成年後見制度に関する研修」は低くなつている。

【質問 14 受講 したい研修等 (外部研修、内部研修問わず)内容について】

在宅サー ビス 施設サー ビス 地域密着型サービス 合   計

度数 割合 度数 割合 度数 割 合 度数 割合

1.接遇に関する研修
・４一４

・

一４

29.2% 1323 32.9% ５一〇一２ 26.3% 972‐ 29.6%

2.介護技術 (自 立に向けた食事、入浴、

排泄、家事等の介護)に関する研修
:ゴ 9‐0 52. 1% 1429 43.6% |1354 45.4% ８

一̈

７

一一一

５

一一
48.0%

3.介護過程 (介護のアセスメントや、介護

計画等)やケアマネジメントに関する研修
65‐2 42.8% ３

一

５

一・

一４

一
46.0% 335 43.1% 和

一

４

一

１

¨
一

43.8%

4.訪 問介護やデイサー ビスな ど個

別のサTビスに関する研修
|141 29.3% ７

●

３

●
13.9% 150 19.2% 734 22.3%

5.認知症ケアに関する研修 9111 59,7% 665 67.6% 548 70.3% 2111241 64.6%

6.コ ミュニケーション技術に関す

る研修 |11'♀
37.3%

IIIIII:|||

|,91
41. 1% 3591 46.0% 1:1332 40.5%

7.タ ー ミナルケアに関する研修
一

８‐４‐‐
‐
‐

一一・一・一６

44.9% 4712 48.0% 3601 46.2% 111510
α
υ

И
” 1%

8 介護事故等リスクマネジメン ト、

苦情対応に関する研修 ,22
40.8% 1444 45.1% ２８

〓
36.0% 41.0%

9.医療的ケアに関する研修 17751 50.8% |1454 46.2% 354 45:5% 111583 48.2%

10.感染予防に関する研修 537. 35.2% ||1305 31.0% ３＾
υ

０
４ 33.7% 111105‐ 33.6%

11.困 難事例の対応に関する研修
９

一̈

９

一一
52.4% |1433 44.0% ３■

υ
う
０ 45.3% 111585 48.2%

12.‐ 社会保障・社会福祉制度に関す

る研修
26.7%

■■11■

2215‐ 22.9%
５

・一

６

・

21.2% |■197 24.2%

13.権利擁護、成年後見制度に関す

る研修 134, 22.3%
●
０

一

●
９

一
19.3%

４

一一一一一

６

一
21.1%

■
９４
■

■
■
■

一一̈一．・一．一一一一一一一一一一一一一̈一

21. 1%

14.マ ネジメン ト (人材育成や運営

管理等)に関する研修

||||1111

13816 25.3% ６一３●
ι 29.1%

一
６

・一

一６

一・

21.3% ８

・

３８

一
25.5%

15.法令の遵守に関する研修
一一一２一６

一
３ 23.7% 一６一４ 14.8% ７

′
０
４ 16.3% 6351 19.3%

16.そ の他 (          ) 27 1.8%
９

一

・２

3.0%
９

・
2.4% 75 2.3%

17.特に研修等は必要ない。 13 0.9% 5 0.5% 9 1.20/0
■
′
‐

０
こ 0.8%

10



○ 外部研修受講にあたり参加できる期間については、合計では「3～4日 」が最

も多く817人 (26.5%)、 次いで「5～ 9日 」726人 (23.6%)と なつている。各サ

ービスについても同様であつた。

【質問15 外部研修受講にあたり参加できる期間について】

○ 外部研修受講にあたり支払うことができる費用にういては、合計では「1万円

未満」が最 も多く 935人 (30.9%)、 次いで「1～ 2万円」839人 (27.7%)と な っ

ている。各サー ビスについても同様であつた。

【質問15 外部研修受講にあたり支払うことができる費用にういて】

外部研修受講可能期間

合  計1日 未満 1～ 2日 3～ 4日 5～ 9日 10～ 19日 20～ 29日 30日 以上 参加できない

種  類

在  宅

サー ビス

度 数 137 31〔 33C 318 185 44 116 65 1‐1419

割  合 9.7% 222, 23.90/ 22.4ツ 13.0% 3.1%
ｙ
Ю 4.6% 100.0%

施  設

サー ビス

度 数 51 1208
７

・

２

．
一

1239 124 15 93C

割  合 5.4% 22.2ツ 29:17 25.5ツ 13.2%
■
′

り
乙

ｙ
Ｋ

α
υ 100.0]

地域密着型

サービス

度 数 43 141 20( 169 105 23 15 21 723

割  合 5.9% 19.5% 28.50/ 23.4ツ 14.5ツ
υ
乳

０
４

●
０ 2.1% 2.9ツ 100.0%

合  計

度  数 231 664 817 172( 414 ０
０

０
０

り
ι

И
十 101 3:1078

割  合 7.5% 21.67 26.5ツ 23.6% 13.5% 2.7% 1.4% 3.3% 100 0%

外部研修費用負担可能金額

合 計1万円未満 1～ 2万円 3～ 4万円 5～ 9万円 10～ 19万円 20～ 29万円 30万円以上 払えない

種 類

在  宅

サ=ビス

度 数 458 11375 258 155 34
０
こ 2 1116 1=40C

割  合 32.7ツ 26.8% 18.4% 11.1ツ 2.4γ 0.19 0.19 8.3% 100.09

施  設

サー ビス

度  数
α
υ

り
∠

８

一

５

・
・

２

¨

210 105 28 C 12

５

・一一一一

５

一・一・一一

924

割  合 28.80/ 27.9% 22.7% 11.4% 3.0ツ
α
κ

ｎ
υ

ハ
υ 0.2% 6.0% 100.0%

地域密着型

サー ビス

度  数 12111
６

一・

０

一・

２

一

８２一
‥
―

ｎ
υ

α
Ｕ 4 62 702

割  合 30.10/ 29.3% 18.2% 9.8% 2.7ツ 0.4% 0.6% 8.8% 100 0%

合  計

度  数 :93[ 839 1596 ｎ
υ

う
ι

り
０ 81 5 8 233 1311026

割  合 30.9朝 27.7% 19.7% 10.9% 2.7% 012% 0.3% 7.7% 100.0%



○ 必要な研修受講支援策等については、合計では「身近な地域で受講できるよ

うにする」が最も多く2,019人 (61.5%)、 次いで「受講費用を助成する仕組みが

必要である」 (38.3%)、 「スクーリング期間中に休暇が取れる環境や、制度面で

の支援が必要である」(31.9%)と なつている。また、「自らの資質向上のためだ

から受講支援策は必要ない」は少ない (2.4%)。 各サービスについても概ね同

様であつた。

【質問 16 研修受講支援策等について】

在宅サービス 施設サービス 地域密着型サービス 合  計

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合

1.通信課程により学習できるよう

にする

‐333 21.9% 1203 20.7% 1691 21.7% ０５
●

21.5%

2:スクーリングの期間をなるべく

短くする

一
一一一
・一
一
一一一

６

・一一
一一一・・

３０
●

20.1%
０

・

反
） 15.3% 142 18.2% ８

一

９

¨

５

一・
18.2%

3.単位制を取 り入れ、段階的に受

講できるようにする
111' 23.6%

２

一・一
一一

３

・・一一

２

一一

23.6% 185 23.7% |1776 23.6%

4.必要な研修を自らが選択して受

講できるようにする
．”
一

３

一
一・一

25.6% ||‐273 27.8% ２

一

９

・
24.6% 854 26.0%

5.身近な地域で受講できるょうに

する
9118 60.4%

|■ ■■|■

1601 61 30/0 500 64.2% 211019 61.5%

6.スクーリング期間中に休暇が取

れる環境や、制度面での支援が必

要である

4912 32.3% 328 33.5% 225 28.8% li045 31.9%

7.受講期間中の代替職員が円滑に

確保できるようにする必要がある
4218 28.2% ６

●

２

●

３

・一一一一一

33.2%
５３

・

２

．
30.2%

９

一

・
一一

”
一

30.2%

8.受講期間中の給与保障が必要で

ある

う
０

ｎ
υ

３
25.8% 1207 21.

ｙ
刀 26.8% lj60 24,6%

9.受講費用を助成する仕組みが必

要である
41.0% 11346 35.3% 12871 36.8% 11257 38.3%

10 自らの資質向上のためなのだか

ら受講支援策は必要ない 114
2.1% ５

一一

２

一一一

2.5%
２

・一
」
一・一一一

２

一一
一一一一、

2.8% 1791 2.4%

11.そ の他 (        ) 14 0:9% 一４

一
1.4% 18 1.0% 136 1.1%
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○ 介護福祉士資格取得等の研修受講によりあればよいメリッ トについては、合

計では「研修受講や資格取得により処遇が向上する」が最も多く2,367人 (72.1%)、

次いで「自らの資質向上や職場に研修内容を還元できる」(43.7%)と なつてお

り、各サービスについても同様であった。

【質問17 介護福祉士資格取得等の研修受講によるメリットについて】

在宅サー ビス 施設サービス 地域密着型サービス 合   計

度数 割 合 度数 割合 度数 割合 度数 割合

1.研修受講や資格取得により処遇

が向上する
1133 74.5% 680 69.5% ■554 70.9% 2367 72.1%

2.研修履歴の証明等 自らの受講努

力が評価 される     ・
３３３

一
21.9% 194 19.8%

´
・一一

９

一一一一．６

一一一一１ 21.6% ６

●

９

一・一一

６

一

21.2%

3.自 らの資質向上や職場に研修内

容を還元できる

一̈^
一̈
一^
一一一一一一「

６

一一
40.6% 1442 45,1% 37.4 47.9% |「434 43,7%

4.社会的評価が向上する 1472 31.0% 1321 32.8% 221 28.3% 1014 30.9%

5.介護の仕事の一部を介護福祉士

でなければできないようにする
147 9.7%

６

一
11.9% 146 5.9% ■309 9.4%

6.その他 (        ) 21 1.4% 14 1.´ 4% 1.4% ６

一

一４ 1.4%

り
０




